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１ テーマ設定理由

〇市長・市議会議員選挙の投票率低下

〇若者世代の低い投票率
〇高齢化が進む中での投票所の環境整備
〇立会人の人手不足

民主主義の土台となる選挙の在り方
市民の政治参画意識の向上

令和３年

65.2%
令和7年

59.6%
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２-① 掛川市の現状 ～投票率の推移～
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２-② 掛川市の現状 ～年代別投票率～
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※H27年６月から18歳に選挙権が付与 ４



２-③ 掛川市の現状 ～選挙管理委員会からの聞き取り～

〇投票所による投票率の差が大きい
〇高校生に対する主権者教育の充実に力を入れている

【検討事項】
・どこでも投票できる共通投票所の設置
・啓発チラシの作成、配布
・SNSを活用した選挙啓発 ・出張投票所
・高校生の選挙事務 ・投票証明書
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２-④ 掛川市の現状 ～市民からの聞き取り～

【棄権した人】
〇選挙に関心がない 〇誰に入れても変わらない
〇期日前投票を知らなかった 〇投票所に行けなかった

【要望】
・投票所に土足のまま入れるように（高齢者）
・投票所の段差をなくしてほしい(高齢者)
・家の近くに投票所がほしい(高齢者)
・投票立ち会い人の負担を減らしてほしい(地区役員)

６



３ 現状から見えてきたこと

１ 投票率の低い層への対応が必要

２ 増加する期日前投票への対応

３ 選挙事務の効率化

若者
高齢者
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４-① 調査報告 ～愛知県豊田市～
人口４１万人 面積９１８㎢

〇移動型期日前投票所（バス型）の導入
・・・市内の３ヶ所に設置(かつては大学でも)
〇駅前の民間施設に共通投票所
〇投票済証や子連れ投票推進のための記念証
〇地域要望捉えた中山間地の投票時間短縮
〇職員の長期継続配置、
選挙ごとの振り返り

移動型期日前投票所 ８



４-②調査報告 ～京都府南丹市～
人口2.9万人 面積６１６㎢

〇住民理解を丁寧に得た投票所再編

〇全ての投票所を共通投票所に
〇期日前投票：商業施設と４ヶ所を回る
移動投票所
〇選挙公報の全戸配布
〇職員の長期継続配置、選挙ごとの
振り返り

平成18年

68か所
令和7年

33か所

期日前投票所
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４-③調査報告 ～愛知県大府市～
人口9.3万人 面積３４㎢

〇大学との連携協定を結び、若者への選挙啓発
〇期日前投票、移動投票所の活用
（期日前投票の割合は４１．２％）
〇自治体テレワークシステムを用いた二重投票防止
〇高校生・大学生の選挙事務従事
〇スタンプ式選挙手帳
〇インターネットを活用した
選挙告知

至学館大学の学生たち 10



４-④調査報告 ～静岡県磐田市～
人口１６万人 面積１６３㎢

〇行政ネットワークの利用による二重投票の防止
〇大型商業施設に期日前投票所（県知事、参議院選
挙のみ）。バリアフリーで市民からは好評。

〇期日前投票は本庁舎と４支所で
行っており、商業施設を増やす
考えはない。

ららぽーと磐田の期日前投票所
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５-①提言に向けて

期日前投票所の増設
現在３ヶ所：市役所本庁、大東支所、大須賀支所

例えば・・・
・土日の商業施設
・移動バスによる投票所
・病院や高齢者施設などでの投票
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５-②提言に向けて

共通投票所の導入
投票日、市内のどの投票所でも投票できる

導入すると…
・都合の良い投票所で投票できる
・靴のままの入場やバリアフリー、駐車スペースの
整った投票所を選べる
・気兼ねなく投票できる

課題：二重投票防止のための通信システムが必要
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５-③提言に向けて

若い世代への選挙啓発と投票率向上

例えば…
・高校生、大学生、２０代への投票事務や立会人募集
・若者を惹きつける選挙手帳や投票済証の工夫
・地元の高校と連携した啓発動画やアナウンス等
・若い世代が集まる場所に投票所
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５-④提言に向けて

高齢者や障がい者にも
投票しやすい環境づくり

・投票所までの交通手段の確保
・移動投票所の設置
・投票所のバリアフリー化
・土足のまま投票できる環境
・駐車スペースの確保
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５-⑤提言に向けて

選挙事務の効率化

・地元合意を得た投票所の再編
・投票時間の短縮
・地区役員や市職員の負担軽減
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６ 中間報告まとめ

・期日前投票所の増設
・共通投票所の導入
・若い世代への選挙啓発と投票率向上
・高齢者や障がい者にも投票しやすい環境づくり
・選挙事務の効率化
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